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a= 6. 25Ä, b= 14. 29Å, c= 29. 6SÅ, p2ム2}> z=4 
と決定された。又これに関係する他のテトラペプチド(オノレト置換体及び無置換休〉 の単位格子及び宅間
群も決定した。又低温下にでも測定をお乙なった。



















勝部幸輝君の論文は「パラブロムカルボベンゾキシ・グリシ Jレ・ L-プロリノレ・ L-ロイシノレ・グリシン
の結晶構造J と題する研究である。カノレボベンゾキシ・グリシノレ・ Lープロリノレ・ L-ロイシノレ・グリシノレ




ら酸未端のアミノ酸残基ーっとり去ったカ jレボベンゾキシ・グリシノレ・ Lープロリノレ・ Lーロイシノレ・グリ
シン (Z-G-P-L-G) は基質特性はないが構造の類似性は十分と考えられるので，まずこの物質の結晶構造
の解析・を試みた。これもまた分子が非常に大きいのでパラプロム置換体たる pBy-Z-G-P-L-G (C23 H3307 
N4 By) について結晶解析をおとなった。分子量は 511 で，酷酸エチノレから析出した非常に小さい針状品
(0.02 x 0.02 x 2.Omm) を用いた。
この結品はその分子量から見ると By 原子 1 個だけでは重原子法によよる解析は無理であり， また同型
置換法を適用するには分子が小さすぎ， 実際に平行しておこなわれた無置換体，オノレト置換体とは完全な
同型系列を作らない。 したがってこの解析は解析方法自体について従来と異った新しい方法を開発してい
かなければならなかった。勝部君はこの結晶に対し先ず従来のパターソン法を 3 種についてお乙ない， さ





チッド鎖が折れ曲っている口酸未端は a 軸に平行な鎖を作るように分子間水素結品によって， 隣りの分子
の最初のアミド基と結合している。パラブロモカーボベンゾキシ基は c 軸方向にそって， a 軸らせん軸に
よって逆平行に並んでいる口結晶内の分子問ではオノレト位置およびプロリン残基附近に小さな空間がある
が，乙のことでオノレト-置換体の単位胞の大きさの変化を説明し得る。 以上の構造はこの結品の赤外吸収
スペクトルおよび溶液の施光分散の結果をうまく説明することができた。 なおテトラオリゴペプチッドの
結品解析は現在ではこれが最初であり， このようにリボン状に曲ったペプチド鎖の構造の可能性は従来推
定モデルとしてはあったが， この結晶解析によって初めてその存在が実証された。
以上の勝部君の研究は非常に大きい分子を解析する一つの解析法を聞いたこと， また乙の程度の大きさ
のペプチドの構造がはじめて明らかにされたことなど多くの新しい事実の発見を合み， 理学博士の学位論
文として十分価値あるものと認める。
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